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北海道における鉄道の現状と課題

北海道旅客鉄道株式会社
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経営環境 北海道内の人口分布

※（ ）内の数字は札幌駅からの鉄道営業キロ

50万人

100万人

人口

※人口はH17.10.1国勢調査（速報値）

札幌市
旭川市
函館市

188万人
35万人
29万人

釧路市
苫小牧市

18万人
17万人

帯広市
小樽市

17万人
14万人

江別市
北見市

13万人
11万人

［20万人～］ ［10～20万人］

東京
新宿

八王子

東京都

（東京駅から47.4km）

都市名 20万人～
都市名
都市名

10～20万人

5～10万人
都市名 3～ 5万人

札幌市

稚内市

旭川市 北見市

網走市

根室市

釧路市

函館市

苫小牧市
帯広市

小樽市
江別市

（396.2km）

（374.5km）

（483.9km）
（348.5km）

（136.8km）

（220.2km）

（318.7km）
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■経済成長率（実質）の推移

■百貨店販売額（対前年増加率）の推移

h4 h6 h8 h10 h12 h14

0%

-2%

2%

4%

北海道内の経済概況経営環境

北海道（固定）
全国 （固定）
全国 （連鎖）

※内閣府「平成17年版国民経済計算年報」「平成15年度の県民経済計算について」
※固定はh7暦年固定基準方式、連鎖はh12年暦年連鎖価格

h6 h8 h10 h12 h14 h16

-4%

-8%

0%

4%
※経済産業省、北海道経済産業局資料

北海道
全国

h4
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■利用交通機関別 来道観光客の推移 （単位：万人）

経営環境 来道観光客の推移

※数値出所：北海道「北海道観光入込客数調査報告書｣（各年度）

596 596609 635 627 638 635 632
600

500

400

300

200

100

0

（万人）

h9 h10 h11 h12 h13 h14 h15 h16
鉄道

フェリー

航空機

h12.3.31
有珠山噴火

71

475

50

55

534

43

67

493

49

65

524

45

63

490

43

64

520

43

61

534

43

55

537

43
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女満別

函館

新千歳

経営環境 北海道の航空路線網

丘珠
帯広

釧路

中標津
旭川

稚内

紋別

奥尻

利尻
道外100往復/日以上

道外5～10往復/日
道外1往復/日
道内発着のみ

道内1往復/日
道内2往復/日
道内3～6往復/日

6

4 3
4

※h18.4.1現在
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経営環境 北海道の高規格幹線道路網

国縫

小樽

夕張
十勝清水

本別
足寄

釧路
札幌

函館

帯広

旭川

士別剣淵

日高 帯広広尾自動車道

深川留萌

旭川紋別

北海道縦貫

函館江差自動車道

北海道横断自動車道

高速自動車国道

一般国道の自動車専用道路

供用区間 整備計画区間
基本計画区間 予定路線区間

供用区間 事業区間 計画区間

166.8km

538.7km

高速自動車国道供用キロ

s62.4

h18.4
自動車道

自動車道

自動車道

自動車道



(C) Mr. Shinichi SAKAMOTO, Insutitute for Transport Policy Studies, 2006

経営環境 北海道の都市間バス路線網

1

4 4
2.5

9

31

10

1

18

旭川

12
滝川

6

6

131

3

1 7

14
1

3.5

小樽

6
帯広

2

2
釧路

根室

1

1
7

1

1
稚内

2

3

3
4

2

5
4

4

2

6

留萌

室蘭

富良野

札幌発着都市間バス

地方都市間バス

※h17.12.1現在

［黒字：便数（往復）］

［緑字：便数（往復）］函館

網走

北見

浦河
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当社の現況 北海道の鉄道路線網の変遷

現存路線
新設路線
廃止路線（特定地交線）
廃止路線（JR施策）
廃止路線（ちほく高原鉄道）

※「特定地方交通線」とは日本国有鉄道経営再建促進特別措置法により廃止が定められた路線

4,004.1km

2,499.8kmJR北海道 営業キロ

［廃止］
〈特定地方交通線〉1,456.4km
〈JR施策〉 129.1km

国鉄北海道総局（s58.4）

［新設］〈JR施策〉 90.4km

（14線区）

木古内

中小国

南千歳新千歳空港

深名線

函館線
（砂川・上砂川）
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輸送密度（h16年度実績）当社の現況

500 未満

500 ～ 2,000
2,000 ～ 4,000
4,000 ～ 8,000
8,000 ～ 10,000

10,000 ～ 20,000
20,000 以上

※輸送密度：営業ｷﾛ１㎞当たりの１日平均輸送人員（年間輸送人ｷﾛ÷営業ｷﾛ÷365日）

江差線

日高線

根室線（花咲線）

釧網線

留萌線

札沼線（学園都市線）
（北海道医療大学～新十津川）

石勝線
（新夕張～夕張）

根室線
（滝川～新得）

営業キロ：約2,500km

500（人/ｷﾛ/日）未満
約800km（1/3）が
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札幌

函館

帯広 釧路

網走

北見旭川

名寄

稚内

苫小牧

高速化路線

特急運行路線

都市間輸送の取り組み主要施策

［札幌～旭川］
130km/h運転

(h2.9)

［札幌～名寄］
130km/h運転

(h12.3)

［札幌～釧路］
130km/h運転

(h9.3)

［札幌～函館］
130km/h運転

(h6.3)

［函館～八戸］
直通運転

(h14.12)

幹線鉄道等活性化事業

幹線鉄道等活性化事業

※青函トンネル区間は、
h3.3から140km/h運転

）（

〈▲9分〉

〈▲48分〉

〈▲45分〉

〈▲52分〉

〈▲40分〉
※短縮時間は函館・青森間

快速「海峡」利用との比較
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石狩当別

あいの里
教育大

小樽
手稲

桑園

札幌 江別

岩見沢

北広島

恵庭
千歳 南千歳

新千歳空港

40km圏

20km圏

新型車両投入による混雑緩和
［721系］102両（s63～）
［731系］ 63両（h8～）
［201系］ 12両（h9～） ［785系］7両（h14.3）

新千歳空港アクセス改善
（快速130km/h運転）

新千歳空港アクセス輸送
［721系］33両（h4.7）

札幌駅付近連続立体

（s63.11）

新琴似駅付近連続立体交差事業

（h12.3）

札幌圏輸送の取り組み主要施策

交差事業

JR札沼線複線化事業

札幌・千歳

札幌・江別
あいの里

教育大

2.6倍

1.3倍

2.4倍札幌・

札幌・手稲

輸送量推移

1.3倍

[S62→h17]
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安全・安定輸送の取り組み主要施策

［踏切設備］踏切注意標識（Ｈ型鋼）、踏切支障報知装置 等

［保安対策］総合防災情報システム、信号関係集中監視システム 等

［冬期対策］ポイント融雪ピット、車両窓ガラス破損事故防止対策 等

［トンネル］トンネル検査用高所作業車、トンネル撮影車 等

［その他 ］車両脱線事故防止対策、ＰＲＣ化 等

トンネル撮影車
ピット式ポイント

踏切注意標識
新型

融雪装置

モータカーロータリー

圧縮空気式ポイント
除雪装置
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安全・安定輸送の取り組み主要施策

■運転事故件数の推移

運転阻害事故：車両故障、保安装置故障、災害 等

鉄道運転事故：列車事故、踏切障害事故、鉄道人身事故、鉄道物損事故 等

300

200

100

0

（件）

s62 h1 h5 h10 h16

147

309

43 19

104 290
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経営成績 輸送量・運輸収入の推移

■鉄道運輸収入（単位：億円）

■輸送人員（単位：百万人）

s62 h1 h7 h16 

定期

定期外

s62 h1 h8 h16 

800 

129
120 

80 

40 

800 

400 
200 

729 
623 

96
124

定期

定期外
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経営成績 鉄道運輸収入構造

■H16年度実績

輸送人員 鉄道運輸収入

100％

54％

0％

124百万人（100％） 729億円（100％）
優等（10％）

普通（36％）

通勤（30％）

通学（24％）

（66％）

（21％）

（9％）（5％） 14％

※鉄道運輸収入の内訳において、優等と普通の割合は一定の按分ルール
に基づき算出。
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乗降人員/売上高

■乗降人員（万人/日）

※平成16年度実績

経営成績

74

68 札幌駅
17

大井町駅 17東京駅

ＪＲ北海道
472駅合計

（ＪＲ東日本第5位）

（ＪＲ北海道第1位）

（ＪＲ東日本第44位）

※乗降人員は乗車人員を2倍したもの

■取扱収入（百万円/日）

208

247東京駅

ＪＲ北海道

（ＪＲ東日本第1位）



(C) Mr. Shinichi SAKAMOTO, Insutitute for Transport Policy Studies, 2006

経営成績 鉄道事業の生産性の推移

10000 
（人）

100 

200 

s62 h16 

専属社員数 生産性指数

■生産性（一人あたり車両キロ）

8000 
6000 
4000 

223 

100 
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経営成績 経営成績の推移

営業費用 営業収益 営業外損益

（億円）

s62 h12 h13 h14 h15 h16 0 

500 

1000 

1500 

0 

25 

50 

75 
（億円）

-25 

経常利益

営業損益 268億円改善 ▲270 ▲538 

1162
891

297

26
1457

919

515

▲22
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経営課題 経営安定基金の推移

s62 h1 h16 

498 

300 

200 

100 

10 

8 

2 

■経営安定基金運用益と運用利回り

（億円）

（％）

h14 h9 

（7.30%）

自主運用益

（4.99%）

（3.73%）国鉄清算事業団債券利息
289 

7.30% 

4.25% 

▲209億円

鉄道・運輸機構貸付分
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経営課題 税制特例措置

0

10

20

30

40

50

h15 h16 h17 h18

(億円)

h19

現行
制度
継続

承継
なし

三島
承継
なし

26 28 27 27 26
30

50

■固定資産税等納税額（特例対象資産別）

承継特例

三島特例(1/2)対象資産
※青函トンネル税負担含む
※( )は青函トンネルの税負担再掲

三島・承継特例

特例適用なし

対象資産
(3/5)

対象資産
(1/2×3/5)+4億円

+24億円
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経営課題 青函トンネルの維持管理

■資産の所有と維持管理

貸付

（h16年度 約４億円）

鉄道建設・運輸施設整備支援機構ＪＲ北海道

貸付料【維持管理・営業】
（旧：日本鉄道建設公団）

【資産所有】

■青函トンネル施設改修事業

（1/3）

鉄道・運輸機構
ＪＲ北海道 負担金

［資金調達］ ［施工］

国 （2/3）
補助金

1,107億円

改修事業費
（h11以降30年間）

785億円償却資産

322億円取替資産

523億円補助金

262億円負担金
※JR北海道の修繕費で対応
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グループ経営 ＪＲ北海道グループ中期経営計画

■

■ ［h14～16年度］

・グループ経営を本格的にスタート

・グループとしての｢経営理念｣｢経営ビジョン｣を制定

・グループの事業ドメインを｢旅｣と｢くらし｣と定める

［h17～18年度］

快適移動ﾋﾞｼﾞﾈｽ

感動体験ﾋﾞｼﾞﾈｽ

都市空間創造ﾋﾞｼﾞﾈｽ

沿線価値開発ﾋﾞｼﾞﾈｽ

企業サポートﾋﾞｼﾞﾈｽ

旅 くらし

［h7～13年度］

・総合サービス産業をめざす

■
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グループ経営 ＪＲ北海道グループ経営成績

■連結経常利益（単位：億円）

■連結営業収益（単位：億円）

h13 h14 h15 h16 h17 h18 

h13 h14 h15 h16 h17 h18 

1501 1509 1604 1625 1660

34 28

68
82 70

（計画）

（計画）

1654

54
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富良野

稚内

北
見

釧
路

旭川

駅周辺整備

帯
広

■ＪＲ北海道の駅数

■ＪＲ北海道の駅周辺整備件数

公共施設と駅舎合築

１３合 計

事 業 中 合 計

２

事業完了

基盤整備と駅舎整備

４４

１９

６３ ７６

１１ ３０

４６

事 業 形 態

駅周辺整備 駅周辺整備事業の概要

網
走

根
室

南
千
歳

石
狩
当
別

札幌都市圏

札
幌

桑
園

琴
似

手
稲

小
樽
築
港

野
幌

北広島

新
琴
似

千歳

恵庭
恵み野

小
樽

白
石

新千歳空港

岩
見
沢

函
館

苫
小
牧

中小国

岩見沢

木
古
内

(新函館)

室
蘭

小
樽

札
幌

石
狩
当
別

(奥津軽)

青森(新青森)

南千歳

有 人 駅

４６５合 計

無 人 駅

H18.4 増 減

１１７

３１０

S62.4

委 託 駅

１４０

１２６

３６５

６３１ ▲１６６

３８

▲５５

▲８８

▲２３

駅 形 態
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駅周辺整備 札 幌 駅

南口広場南口広場南口広場

北口広場北口広場北口広場

ＪＲ本社ビルＪＲ本社ビルＪＲ本社ビル

ＪＲ札幌駅ＪＲ札幌駅ＪＲ札幌駅

エスタエスタエスタ

北口広場北口広場北口広場

南口広場南口広場南口広場

ＪＲタワーＪＲタワーＪＲタワー

ＪＲ札幌駅ＪＲ札幌駅ＪＲ札幌駅

エスタエスタエスタ

５５ビル５５ビル５５ビル

■連続立体交差事業

■区画整理事業

■北口広場事業

○事業区域…約６ha

○事業期間…昭和53年度～平成３年度

○施 行 者…札幌市(同意施行)

土地の集約換地(JR本社ビル移転)

○事業内容…北口広場整備(9,800㎡→19,500㎡)
公共地下駐車場(約200台)
公共地下歩道 (約200台)
融雪層

○事業区間…延長:9.16km

高架駅:琴似駅、桑園駅、札幌駅
○事業内容…交差道路(31路線)、踏切廃止:箇所

○事業内容…南口広場整備(12,200㎡→19,000㎡)
○事業期間…平成４～１２年度

○施行者…札幌市

○事業期間…平成６～１０年度

施行前

施行後
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駅周辺整備 札 幌 駅

北口広場北口広場北口広場

南口広場南口広場南口広場

ＪＲタワーＪＲタワーＪＲタワー

ＪＲ札幌駅ＪＲ札幌駅ＪＲ札幌駅

合同庁舎合同庁舎合同庁舎
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専 門 店

シネコン
レストラン

オフィス

駐車場

ス パ

ホ テ ル

展 望 室

百貨店

(西通路) (東通路)

駅周辺整備 ＪＲタワー

専 門 店
シネコン
オフィス
ホ テ ル
展 望 室
駅 関 連

そ の 他

百 貨 店

駐 車 場

10,000
物販、飲食
12ｽｸﾘｰﾝ、約2,700席
IT環境･24時間対応
客室350室、展望スパ
高さ約160ｍの眺望
旅行センター、観光案内
約1,200台(高架上:約300台)

ＤＨＣ、機器室等

大丸札幌店

31,000
21,000
1,000
3,000
45,000

68,000

合 計 276,000 (敷地面積:23,700㎡)

施 設 内 容施設用途 延床面積

58,000

39,000

(JR札幌駅)
高架上家駐車場

173ｍ

札幌駅南口駅前広場
エスタ

ＪＲタワー

３６０ｍ
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駅周辺整備 旭 川 駅

500m4003002001000

ＪＲ宮下寮 ＪＲ社宅

Ｐ&Ｔ
貨物社宅

Ｐ

Ｐ

Ｐ

富良野方

駐車場

１５

富
良
野
線

函館線

宗谷線
駅前広場

大雪クリスタルホール

大雪アリーナ

市営住宅

道営住宅

合同庁舎

青少年科学館

レンガ館

区画整理事業

忠別川河川空間整備事業

鉄道高架事業

北彩都テーマ地区

Ｐ
シビックコア地区

障害者福祉センター

旭川駅

１１

稚内方

区画整理事業

鉄道高架事業

大雪通等整備事業

忠別川河川空間整備

合同庁舎

障害者福祉ｾﾝﾀｰ

青少年科学館

事 業 名 事業者

旭川市

国・市

北海道

旭川市

事 業 内 容

事業区域:約86ha

事業区間:約3.5km

事業区間:約1.3km

延床面積:約 5,800㎡

事業区間:約2.0km

延床面積:約 5,700㎡

事業年度

国

H08～H26

H10～H23

H09～H15

H10～H22
H13～H16
H17～H20

H12～H13

H15～H17

延床面積:約13,700㎡(１期)

約10,500㎡(２期)
建
物
建
設



(C) Mr. Shinichi SAKAMOTO, Insutitute for Transport Policy Studies, 2006

駅周辺整備 函 館 駅

駅前広場

函館駅
朝市

港湾道路 函館運転所

函館港

国道５号

函館港

函館運転所

港湾道路

駅前広場

函館駅

函館駅周辺整備の主な事業概要

施行前

施行後

駅前広場と函館駅

区画整理事業 函館市 事業区域:約9.8ha H10～H16

事業年度事業者 事 業 内 容事 業 名
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駅周辺整備 小樽築港駅

ウィングベイ小樽

小樽築港駅

裕次郎記念館

病院予定地

住居地区

区画整理事業

施行前 施行後

再開発事業 三セク 商業･ホテル等

事業年度事業者 事 業 内 容事 業 名

区画整理事業 小樽市 事業区域:約31ha H07～H12

H09～H14
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駅周辺整備 室 蘭 駅

室蘭駅

室蘭駅

室蘭港

運動公園

室蘭港
運動公園

市立病院

市役所

市役所

６００ｍ移設
支庁舎予定地室蘭駅周辺整備の主な事業概要

旧室蘭駅

新室蘭駅

(観光案内所で利用)

施行前

施行後

・室蘭駅移設(600ｍ)
室蘭市

事業区域:約23.4ha

事業年度

H05～H20

事業者 事 業 内 容事 業 名

区画整理事業
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駅周辺整備 岩見沢駅

駅前広場

駅北広場

複合駅舎 自由通路

岩見沢駅周辺整備の主な事業概要

区画整理事業

自由通路事業

複合駅舎事業

市 事業区域:約7.6ha

事業区間:約100ｍ

行政サービス施設

事業年度

H18～H22

H18～H20

H17～H20

市

市･JR

事業者 事 業 内 容事 業 名

区画整理事業
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駅周辺整備 岩見沢駅（デザインコンペ）

駅舎を単なる駅としての機能ではなく、まちのカオとして、「地域文化を担い、

■目 的

■応募数：３７６件

■入賞者：西村 浩（ワークヴィジョンズ）

■審査等：○全作品一般公開

■主 催：JR北海道 ／後援：岩見沢市

委員長 内藤 廣 (建築家･東京大学教授)

<コンセプト> Ｓｉｍｐｌｙ ＲＥＤ － 駅 力 再 び －

鉄道の街としての歴史と地域文化を象徴する

委員 千葉 学 (建築家･東京大学助教授)
委員 古谷 誠章 (建築家･早稲田大学教授)

委員 大垣 直明 (建築家･北海道工業大学教授)
委員 中井 和子 (環境デザイナー)

委員 勝井 清 (岩見沢駅舎建築促進既成会幹事)

委員 清兼 盛司 (岩見沢市助役)

委員 臼井 幸彦 (JR北海道常務取締役)

○二次審査

○一次審査(９作品選定)
○公開ヒアリング

■審査委員

レンガと古レールを
象徴的に使用し、過去から未来へと記憶を繋げる。

地域交流の拠点とする」、「交流人口の増加による地域活性化を図る」ための施設
となることを期待し、話題性と先進性そして質の高い設計提案を得る。



(C) Mr. Shinichi SAKAMOTO, Insutitute for Transport Policy Studies, 2006

駅周辺整備 合 築 駅

渡島当別駅（郵便局）

新得駅（商工会館） 女満別駅（図書館） 日高門別駅（物産館）

ニセコ駅（観光案内所） 栗山駅（ホール等）

美深駅（交通ターミナル）山越駅（待合所） 摩周駅（観光案内所）
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技術開発 ＤＭＶの開発

■鉄道と道路の乗り換え：わずか１０～１５秒

■鉄道と道路のインフラをそのまま活用可能

②鉄道→道路：位置合わせの必要がない、踏切からでも簡単に進出可能

ガイドローラ

進入方向

①道路→鉄道：位置合わせが必要

※車両の4隅
に設置

レール走行
ﾓｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ部

道路走行
ガイドウェイ

ガイドローラ（収納時）
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技術開発 ＤＭＶの開発

地方交通線の経営改善
・ワンマン列車化

限界

廃止？
鉄道への愛着（思い）ジレンマ

もう一度知恵を

今までの延長線を越えて

発想の転換

①輸送量（お客様）に見合った輸送力（車両）

鉄道も道路も走りたい

・運輸営業所の新設
・一部駅業務の委託
・一部地方交通線のバス転換

莫大な撤去費

②地上のインフラの軽減
③地域に役立つ乗り物（少子高齢化、シームレス）

■地方交通線の取り組み
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技術開発 ＤＭＶの開発

■コスト比較（推定）

ＤＭＶ方式
現行鉄道車両方式

記事

地上インフラ 現行ｲﾝﾌﾗをそのまま 現行ｲﾝﾌﾗの維持が 現行ではｺｽﾄ削減に

軌道保守 極軽微な保守 1～2回/3年 ローカル線

運行システム
GPSによるﾀｸｼｰ､ﾊﾞｽ

既存のｼｽﾃﾑを活用
GPSにより

地
上
設
備

車

両

購入費

燃費

保守費

1/7倍

4倍

1/8倍

約2,000万円 約13,000万円

約6.0km/ℓ 約1.4km/ℓ

約55万円/年 約440万円/年

DMV方式

DMVの燃費は、

DMVの保守は

項目
方式

（キハ40）

活用､軽減可能

の配車並み

必要 限界

（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽの
改造費含む）

線路走行時は道路
走行時の1/2

自動車並み

運行管理要員減
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技術開発 ＤＭＶの開発

■活用希望自治体・企業

（凡例）

緑色：第三セクター

赤色：市電
青色：民鉄

黒色：ＪＲ、その他

高千穂鉄道

阿佐海岸鉄道

三岐鉄道北勢線

紀州鉄道

いすみ鉄道
一畑電鉄

三木鉄道

桃花台線

旧岐阜市路面電車

秋田内陸縦貫鉄道

山形鉄道

伊予鉄道

旧日立電鉄

富士市内

旭川空港アクセス

上毛電鉄

由利高原鉄道

岳南鉄道

小湊鉄道
銚子電鉄

富良野・美瑛観光ルート
女満別空港アクセス
札幌市路面電車
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技術開発 ハイブリッド車体傾斜システム

■振子6゜+ 車体傾斜2゜で、乗心地と曲線通過性能の向上

・振子システムと同等に遠心力を緩和可能

・振子8゜と比較して重心移動量を

・曲線通過速度：90km/h →

を同時に実現

小さくすることが可能

140km/h（+50km/h）

ハイブリッド
68mm

従来の振子
100mm

左右方向の重心移動量を
抑制し、乗心地が向上

空気バネ

（傾斜角２度）
振子ハリ（曲線ガイド式）
（傾斜角６度）

自己操舵機構

電動油圧制御
シリンダ

車輪
（Φ760mm）
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北海道新幹線 札幌開業に向けて

※鉄道･運輸機構試算（最高速度 275km/h）

東京

八戸

新青森

新函館

札幌

■札幌開業時の所要時間

約4時間40分

9時間31分

札幌駅

エスタ

ステラプレイス

大丸JRタワー
ホテル
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桑園

北海道新幹線 札幌開業に向けて
■札幌駅周辺新幹線建設予定地

北海道大学

札幌駅

市立札幌病院
ジャスコ
札幌桑園店

建設用地確保済
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北海道新幹線

・新幹線の増発などに、より柔軟に対応す

■青函トンネル（共用走行）区間について

●新幹線と貨物列車のダイヤ設定

約9.7m

約7.9m

在来線新幹線

札幌開業に向けて

木古内
湯の里

奥津軽
新中小国

新青森

00 30 00

新幹線想定ダイヤ

・現在の貨物列車の運転本数52本を維持す
ることを前提とすると、新幹線は1時間
に1本程度は設定可能

るためには、青函トンネル区間の輸送力

貨物列車想定ダイヤ

の増強が将来的な課題

30 3000
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（新幹線）

（在来線）

（在来線）

（新幹線）
在来線貨物列車

在来線貨物列車

新幹線貨物列車

ボーディング
ターミナル

ボーディング
ターミナル

北海道新幹線 札幌開業に向けて

■トレイン・オン・トレイン・システムについて

青函トンネル区間

新幹線
貨物列車

在来線
貨物列車


